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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

昨今，様々な分野でビッグデータの活用が試

みられている．本論では，観光地やイベント会

場等のリアル空間においてユーザ特定や

報取得を可能とし，取得したデータ

ィングに活用するため，サービスロボットによ

るスタンプラリーサービスとアンケートシステ

ムを提案する． 

これまでに，スマートフォンとサービス

ットを利用し，利用者に写真撮影

を提供するとともに，利用履歴等

情 報 を 収 集 し 分 析 可 能 な MKP

Platform）のプロトタイプ開発を行

ビリティについて検証している[1

MKP の追加開発を行い，展示会における利用者の

反応について検証する． 

 

2.2.2.2. スタンプスタンプスタンプスタンプラリーラリーラリーラリーのののの実装実装実装実装    

MKP はイベント会場や観光地での導入を想定し

ているため，温泉街などで良く見かける

プラリー機能を実装した．複数のロボット

りスタンプラリーを提供させるため

の通信制御に RSNP (Robot Service Network 

Protocol)[2]を採用している． 

スタンプラリーは，MKP アプリ，

ロボット，アンケート集計ツールの４

構成される．システムの概略を図１

もに，各要素の実装について以下に示す

2.1 2.1 2.1 2.1 MKPMKPMKPMKP アプリアプリアプリアプリ    

MKP アプリは，ロボットサービスを利用するた

めの専用アプリケーションであり，

装している．インストール時にユーザ

するため，MKP アプリをインストールしたユーザ

の特定が可能である．ロボットに装着されてい

る NFC タグに，MKP アプリがインストールされた
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図１ スタンプラリー概略

 

Android 端末を近づけるとスタンプラリーが起動

する．MKP アプリも RSNP で実装されており

タンプラリー起動の際に，

ID を送信している． 

2.2 2.2 2.2 2.2 ロボットロボットロボットロボット    

ロボットは，タッチパネル式ディスプレイに

より構築する．MKP アプリでスタンプラリーを起

動すると，MKP サーバを経由して

アンケートが表示される．

の通信も RSNP で実装している

ットによるスタンプラリー

ットと対話しているように見せるため

プレイに犬の顔を表示するとともに

ト回答時に音声を発するよう実装した

トが複数存在する場合，アンケート内容はロボ

ット毎に変えることが可能である

2.3 2.3 2.3 2.3 MKPMKPMKPMKP サーバサーバサーバサーバ    

MKP サーバは，ロボットと

ツール等を繋ぐ，中心的役割を担っている

2.4 2.4 2.4 2.4 集計ツール集計ツール集計ツール集計ツール    

集計ツールは，ユーザのアンケートデータを

リアルタイムで集計し，表示するツールである

 

3.3.3.3. 2015201520152015 国際ロボット展国際ロボット展国際ロボット展国際ロボット展でのデモでのデモでのデモでのデモ

2015 年 12 月 2 日から 2015

ビックサイトで開催された

において，ロボットサービスイニシアチブ

（RSi），ベイエリアおもてなしロボット研究会

の協力を得て，スタンプラリーデモを行った
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実装しているため，複数のロボ

ットによるスタンプラリーが可能である．ロボ

しているように見せるため，ディス

プレイに犬の顔を表示するとともに，アンケー

を発するよう実装した．ロボッ

アンケート内容はロボ

とが可能である． 

ロボットと Android 端末，集計

中心的役割を担っている． 

ユーザのアンケートデータを

表示するツールである． 

でのデモでのデモでのデモでのデモ    

2015 年 12 月 5 日に東京

ビックサイトで開催された 2015 国際ロボット展

ロボットサービスイニシアチブ

ベイエリアおもてなしロボット研究会

スタンプラリーデモを行った．

芝浦工業大学と共同で企画した． 
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展示会場では，RSi のブースにディスプレイ型

ロボット，東京都立産業技術センター（TIRI）

と芝浦工業大学（SIT）のブースに芝浦工業大学

のコンシェルジュロボットを 1 台ずつ配置した．

各ブースは離れており，デモ体験者がロボット

を見つけられないなどの問題が発生する可能性

があるため，実際のスタンプラリーのようにロ

ボットを巡ってスタンプを集める方式ではなく，

ブース毎に単独でスタンプラリーのデモを行っ

た．デモの流れは，以下の４つに大別される． 

STEP1STEP1STEP1STEP1：：：：MKP アプリがインストールされたタブレ

ット端末をロボットの NFC タグに近づけ，スタ

ンプラリーを起動する．Android 端末を持ってい

ない来訪客のために，MKP がインストール済のタ

ブレット端末をデモ機として用意した． 

STEP2STEP2STEP2STEP2：：：：スタンプラリーが起動すると，ロボット

のディスプレイにアンケートが表示されるので，

アンケートに回答する． 

STEP3STEP3STEP3STEP3：：：：アンケートに回答すると，MKP アプリの

スタンプ台紙にスタンプが押下される．スタン

プラリー終了後，体験者に粗品を贈呈する． 

STEP4STEP4STEP4STEP4：：：：アンケートの集計結果が，表示用のディ

スプレイに表示される． 

 スタンプラリーの中で行うアンケートは，ユ

ーザの属性情報に関する質問やブースの満足度

に関する質問を，選択式で回答する形式とした．

アンケート項目数は，RSi ブースでは６，SIT ブ

ースでは５，TIRI ブースでは５であった． 

 

 
図２ 2015 国際ロボット展でのデモ風景 

 

4.4.4.4. 評価・考察評価・考察評価・考察評価・考察    

国際ロボット展の展示期間中に，３つのブー

スに配置したロボットで集めた有効なアンケー

ト総数は，１１９件であった．  

展示結果から，ロボットによるスタンプラリ

ーとアンケートにより属性情報などのデータ収

集が行えることが確認できた．また，ロボット

を利用したスタンプラリーとアンケートは，観

光業者やイベント業者に好評であった． 

今回確認できなかったが，複数のロボットを

異なる場所に配置し，MKP アプリをインストール

したユーザが各ロボットからスタンプを集める

と，アンケートにより多くの属性情報を取得で

きることが期待される．また，スタンプラリー

の回った順番を取得することにより観光地をど

のように回ったかなどの動線解析や，スタンプ

を押下した時間の統計から利用者が増える時間

の傾向を見るなど，更なる分析が可能となる．  

国際ロボット展でのデモにより確認できた MKP

の課題は３つある．第一に，MKP を普及させるた

めには MKP アプリを多くのユーザインストール

してもらう必要がある．観光地で使えるクーポ

ン券を MKP アプリでダウンロードできるなど，

MKP アプリを利用するユーザ側のメリットを高め

る検討が必要である．第二に，ディスプレイ型

ロボットの動きが少なく，ロボットとして認識

されることが少なかったため，ロボットらしい

動きを加えていく必要がある．第三に，展示期

間中，会場内での輻輳によるネットワーク障害

の発生頻度が高かったため，イベント会場でス

タンプラリーを提供するには，ネットワーク障

害の対応策が必要である．  

 

5.5.5.5. おわりおわりおわりおわりにににに    

MKP にスタンプラリーを実装し，2015 国際ロ

ボット展でデモを行った．ロボットによるスタ

ンプラリーとアンケートにより利用者のデータ

収集をできることが確認できた．また，スタン

プラリー，アンケートはイベント企画会社，旅

行業者から好評であり，サービスの有効性を確

認することができた．今後は明らかになった課

題の解決方法を検討する． 
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